
〈税金〉50%

65歳以上 40～64歳まで

要介護認定

〈予防給付〉・介護予防サービス
　　　　　・地域密着型介護予防サービス

■ 介護サービス利用の手続き

■ 介護保険制度のしくみ

〈介護給付〉・在宅サービス
　　　　　・施設サービス
　　　　　・地域密着型サービス

〈保険料〉50%

市区町村

保険料

１割（2割・3割）負担※

居住費・食費などは
自己負担

費用の9割
（8割・7割）
支払い※

請求

国民健康保険・健康保険組合等

サービス提供

サービス事業者

被保険者

全国プール

食事や排泄などはほとんど一人でできる。入浴や掃除な
ど、日常生活の一部に見守りや手助けが必要な場合があ
る。

食事や排泄はほとんど一人でできるが、ときどき介助が必
要な場合がある。この状態に該当する人のうち、適切な介
護予防サービスの利用により、状態の維持や改善が見込ま
れる人については要支援2と認定される。

食事や排泄に何らかの介助を必要とすることがある。衣
服の着脱はなんとかできる。忘れ物や直前の行動の理解
の一部に低下がみられることがある。

食事や排泄には一部介助が必要。入浴や衣服の着脱など
に全面的な介助が必要。いくつかの問題行動や理解の低下
がみられることがある。

食事にときどき介助が必要で、排泄、入浴、衣服の着脱に
は全面的な介助が必要。多くの問題行動や全般的な理解
の低下がみられることがある。

食事や排泄が一人でできないなど、日常生活を遂行する能
力は著しく低下している。意思の伝達がほとんどできない場
合が多い。

利用者

市区町村窓口

要介護認定

認定調査 医師の意見書

非該当

要支援１
要介護状態とは認められないが、社会的支援を必要とする状態

介護サービスが不要な状態

生活の一部について部分的に介護を必要とする状態

軽度の介護を必要とする状態

中等度の介護を必要とする状態

重度の介護を必要とする状態

最重度の介護を必要とする状態

支給限度額
105,310円

支給限度額
167,650円

支給限度額
197,050円

支給限度額
270,480円

支給限度額
309,380円

支給限度額
362,170円

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護度別介護サービスの支給限度額
（うち１割または2割～3割を自己負担）と利用の目安

支給限度額
50,320円

安否確認や生活相談など高齢者の安心を支えるサービ
スを提供するバリアフリー構造の住宅。

緊急時対応等のサービスがあり、収入に応じた家賃が
適用されるバリアフリー構造の公的賃貸住宅。

食事等の生活支援サービスが付いた有料老人ホーム。
介護が必要になると原則退去しなければならない。

介護保険法に基づき特定施設入居者生活介護の指定を
受けた有料老人ホーム。

食事等の生活支援サービスが付いた有料老人ホーム。
介護は別契約で外部の介護サービスを利用する。

原則、要介護3以上が対象の介護保険施設。生活支援・
介護サービスが提供される。

要介護1以上が対象の介護保険施設。病院と自宅の中
間施設的位置付け。介護、看護、リハビリが受けられる。

認知症高齢者が5～9人の少人数で家庭的な共同生活を
送る住まい。

外部のサービスを利用、また
は特定施設入居者生活介護
の場合スタッフにより提供。

サービス付き
高齢者向け住宅

外部のサービスを利
用。

なし

施設スタッフによる
サービス提供。

外部のサービスによ
り提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

シルバーピア
（シルバーハウジング）

健康型
有料老人ホーム

介護付き
有料老人ホーム

住宅型
有料老人ホーム

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

認知症高齢者
グループホーム

各住宅

・区市町村　・東京都住宅供給公社（JKK 東京）
・独立行政法人都市再生機構（UR都市機構）（一部）

各施設

各施設

各施設

各施設

各施設

各施設

名　称 概　要 介護サービス 申込先

出所：「東京都高齢者保健福祉計画（令和3年度～令和5年度）」
 「あんしん なっとく 高齢者向け住宅の選び方」（東京都福祉保健局）を一部加工

出所：「介護保険制度の仕組み」（厚生労働省）より再構成
※一定以上所得者については、費用の2割負担または3割負担

住
居
系

有
料
老
人
ホ
ー
ム

介
護
保
険
施
設

そ
の
他
の
施
設

要介護1以上が対象の介護保険施設。
長期の療養が必要な場合、医学的管理、看護、生活支
援、介護が受けられる。

施設スタッフにより
サービス提供。

介護医療院 各施設

独立して生活するには不安がある低所得者が、低額で
利用できる。種類によって受けられるサービスや金額が
異なる。

都市部等において居室面積等の基準を緩和し家賃等の
利用料を低額に抑えた軽費老人ホーム。

外部のサービスを利用、また
は特定施設入居者生活介護
の場合スタッフにより提供。

外部のサービスを利
用。

軽費老人ホーム
（ケアハウス）

都市型
軽費老人ホーム

各施設

区市

35 34

37 36

き
ま
し
ょ
う
。

　　

実
際
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
ど
の

く
ら
い
お
金
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

支
給
限
度
額
の
範
囲
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
の
1
割
（
ま
た
は

　

介
護
を
家
族
だ
け
の
問
題
に
せ
ず
、
要
介

護
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
し
く
み
と
し

て
、
２
０
０
０
年
4
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
の

が
「
公
的
介
護
保
険
制
度
」
で
す
。
40
歳
以

上
の
国
民
全
員
が
被
保
険
者
と
な
り
、
納
め

た
保
険
料
に
国
庫
負
担
を
合
わ
せ
て
、
要
介

護
者
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、

①
自
宅
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、②
施
設

を
利
用
し
て
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
な
ど
介
護
す
る

環
境
を
整
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
市
区
町
村
に

申
請
し
て
介
護
の
認
定
を
受
け
ま
す
が
、
そ

の
際
、
要
介
護
者
の
状
態
に
よ
っ
て
、「
要

介
護
１
〜
５
」
と
、「
要
支
援
１
〜
２
」
の
7

段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ど
こ
ま
で
受
け
ら
れ
る

か
は
要
介
護
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
り
、
与

え
ら
れ
た
限
度
額
の
範
囲
で
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
資
格
者
が
、
要
介
護
者

の
状
態
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
て

く
れ
ま
す
。

　

介
護
給
付
は
、
介
護
状
態
に
な
っ
た
ら
誰

で
も
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
は
、
要
介
護

状
態
と
な
っ
た
原
因
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
が
、

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第
2
号
被
保
険
者

は
、
末
期
が
ん
や
初
老
期
認
知
症
な
ど
、
特

定
の
病
気
に
よ
っ
て
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
の
み
が
対
象
と
な
る
こ
と
も
知
っ
て
お

2
割
〜
３
割
）
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
要
介
護
５
の
人
が
、

仮
に
１
カ
月
の
支
給
限
度
額
い
っ
ぱ
い
の
約

36
万
円
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
う

ち
約
３
万
６
０
０
０
円
（
〜
10
万
8
０
０
０

円
）
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
の
超
過
分
や
、
そ
も
そ
も
公
的
介
護
保

険
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
食
費
、
居
住
費
、

日
常
生
活
費
に
介
護
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

在
宅
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
同
じ

で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
た
場
合

の
食
費
な
ど
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

自
宅
で
介
護
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
自

宅
の
段
差
を
解
消
し
た
り
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
を
購
入
し
た
り
す
れ
ば
、
一
時
的
に
そ

ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
期
待
し
た
り
す

る
場
合
に
利
用
で
き
る
の
が
、
民
間
の
介
護

施
設
で
す
。
月
額
の
利
用
料
と
は
別
に
、
入

居
一
時
金
が
か
か
る
の
が
通
常
で
す
。
費
用

は
地
域
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
公
的
施
設
に
比
べ
高
め
で
す
。

　　

今
、公
的
介
護
保
険
で
は「
施
設
」か
ら「
在

宅
」、「
地
域
」
へ
介
護
の
中
心
を
移
す
方
向

に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
重
度
の

要
介
護
者
で
も
、
在
宅
で
介
護
が
受
け
ら
れ

る
体
制
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

背
景
に
は
、
介
護
保
険
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
右
肩
上

が
り
で
増
え
続
け
る
介
護
保
険
の
総
費
用
を

な
ん
と
か
抑
え
た
い
と
い
う
国
の
思
い
が
あ

り
ま
す
。
2
0
2
5
年
以
降
は
人
口
の
多
い
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

り
、
日
本
の
高
齢
化
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
据
え
て
、
制

度
の
改
革
が
急
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
在
宅
で
の
介
護
は
、

施
設
介
護
と
比
較
し
て
費
用
面
で
の
負
担
が

少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
一
方
で
、

介
護
の
質
の
問
題
が
心
配
だ
っ
た
り
、
介
護

す
る
家
族
の
負
担
が
、
精
神
的
に
も
、
時
間

的
に
も
増
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
不
安
や
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
せ

る
よ
う
、
全
国
各
地
に
設
置
が
進
め
ら
れ
て

い
る
の
が
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
住
人
が
気
軽
に
家
族
や
自
分

の
介
護
に
関
し
て
相
談
で
き
る
ほ
か
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
く

れ
ま
す
。

　

医
療
、
介
護
、
住
ま
い
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
的
か
つ
包
括
的
に
提
供
し
て
も
ら

え
る
の
で
、
生
活
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

を
連
携
し
て
受
け
ら
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域

や
自
宅
で
生
活
し
続
け
や
す
く
な
る
の
で
す
。

の
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
こ
う
し
た
費
用
に

も
1
割
〜
３
割
の
自
己
負
担
で
、
介
護
保
険

が
使
え
ま
す
。

　　

現
在
、
利
用
で
き
る
主
な
高
齢
者
向
け
施

設
に
は
下
表
（
東
京
都
の
例
）
の
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
常
生
活
で
な

じ
み
が
薄
く
、
名
称
も
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
自
立
し

た
人
が
入
居
す
る
施
設
な
の
か
、
要
介
護
認

定
者
向
け
の
施
設
な
の
か
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
施
設
の
職
員
が
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
外

部
の
業
者
が
行
う
の
か
な
ど
に
注
目
す
る

と
、
整
理
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　

併
せ
て
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か

り
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
公
的
な
介
護

施
設
は
、
比
較
的
費
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
低
所
得
者
に
は
費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
し
く
み
が
あ
る
の
で
、
多
く
の
人
が
利
用

を
希
望
す
る
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
ど
こ

の
施
設
も
ほ
と
ん
ど
空
き
が
な
く
、
思
う
よ

う
に
利
用
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

公
的
介
護
施
設
の
空
き
を
待
っ
て
い
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
公
的
施
設
で
は
得

　

63
歳
の
娘
が
92
歳
の
母
親
を
介
護
し
て
い
る
。
あ
る

い
は
、
80
歳
の
妻
が
82
歳
の
夫
の
介
護
を
し
て
い
る
―

そ
ん
な
老
老
介
護
を
行
う
世
帯
の
増
加
が
、問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、
在

宅
介
護
を
行
う
世
帯
の
う
ち
、
介
護
す
る
側
と
さ
れ
る

側
、
ど
ち
ら
も
60
歳
以
上
の
世
帯
は
、
実
に
７
割
に
も

及
ぶ
の
だ
と
か
。
核
家
族
化
の
影
響
で
、
高
齢
者
だ
け

で
暮
ら
す
世
帯
が
増
え
、
若
い
世
代
に
介
護
を
手
伝
っ

て
も
ら
え
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
介
護
す
る
ほ
う
の
体
力
も

年
々
衰
え
て
く
る
た
め
、
家
族
の
介
護
が
長
引
け
ば
、

共
倒
れ
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

老
老
介
護
を
行
う
世
帯
に
こ
そ
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
活

用
し
て
ほ
し
い
の
が
、
本
文
で
も
紹
介
し
た
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。こ
こ
で
は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
常
駐
し
、
介
護
の
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
公

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
う
ま
く
活
用
し
つ
つ
在
宅
で
の
介
護

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
う
し
た
自
分
の
親
の
介
護
体
験
を
踏

ま
え
て
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
に
は
、
介
護
の
世
話
を

掛
け
た
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
選
択
肢
が

あ
る
の
か
、
施
設
の

情
報
収
集
と
併
せ

て
、
お
金
の
面
か
ら

も
、元
気
な
う
ち
に

考
え
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

親
の
介
護
、
自
分
の
介
護

介
護
の
基
本

公
的
介
護
保
険
の

あ
ら
ま
し

実
際
、
介
護
に
は

い
く
ら
か
か
る
？

知っておきたい

２
０
２
２
年
3
月
末
の
公
的
介
護
保
険
の
要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
数
は
、
6
９
０
万
人
。

他
人
事
と
い
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
介
護
の
問
題
、
い
つ
そ
の
時
が
来
て
も
慌
て
な
い
よ
う
、

公
的
介
護
保
険
の
し
く
み
や
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

知っておきたい介護の基本

介
護
施
設
の

違
い
と
選
び
方

住
み
慣
れ
た
街
で

受
け
ら
れ
る
介
護

第二部 エンディン
グに向けて

第二部 エンディン
グに向けて



〈税金〉50%

65歳以上 40～64歳まで

要介護認定

〈予防給付〉・介護予防サービス
　　　　　・地域密着型介護予防サービス

■ 介護サービス利用の手続き

■ 介護保険制度のしくみ

〈介護給付〉・在宅サービス
　　　　　・施設サービス
　　　　　・地域密着型サービス

〈保険料〉50%

市区町村

保険料

１割（2割・3割）負担※

居住費・食費などは
自己負担

費用の9割
（8割・7割）
支払い※

請求

国民健康保険・健康保険組合等

サービス提供

サービス事業者

被保険者

全国プール

食事や排泄などはほとんど一人でできる。入浴や掃除な
ど、日常生活の一部に見守りや手助けが必要な場合があ
る。

食事や排泄はほとんど一人でできるが、ときどき介助が必
要な場合がある。この状態に該当する人のうち、適切な介
護予防サービスの利用により、状態の維持や改善が見込ま
れる人については要支援2と認定される。

食事や排泄に何らかの介助を必要とすることがある。衣
服の着脱はなんとかできる。忘れ物や直前の行動の理解
の一部に低下がみられることがある。

食事や排泄には一部介助が必要。入浴や衣服の着脱など
に全面的な介助が必要。いくつかの問題行動や理解の低下
がみられることがある。

食事にときどき介助が必要で、排泄、入浴、衣服の着脱に
は全面的な介助が必要。多くの問題行動や全般的な理解
の低下がみられることがある。

食事や排泄が一人でできないなど、日常生活を遂行する能
力は著しく低下している。意思の伝達がほとんどできない場
合が多い。

利用者

市区町村窓口

要介護認定

認定調査 医師の意見書

非該当

要支援１
要介護状態とは認められないが、社会的支援を必要とする状態

介護サービスが不要な状態

生活の一部について部分的に介護を必要とする状態

軽度の介護を必要とする状態

中等度の介護を必要とする状態

重度の介護を必要とする状態

最重度の介護を必要とする状態

支給限度額
105,310円

支給限度額
167,650円

支給限度額
197,050円

支給限度額
270,480円

支給限度額
309,380円

支給限度額
362,170円

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護度別介護サービスの支給限度額
（うち１割または2割～3割を自己負担）と利用の目安

支給限度額
50,320円

安否確認や生活相談など高齢者の安心を支えるサービ
スを提供するバリアフリー構造の住宅。

緊急時対応等のサービスがあり、収入に応じた家賃が
適用されるバリアフリー構造の公的賃貸住宅。

食事等の生活支援サービスが付いた有料老人ホーム。
介護が必要になると原則退去しなければならない。

介護保険法に基づき特定施設入居者生活介護の指定を
受けた有料老人ホーム。

食事等の生活支援サービスが付いた有料老人ホーム。
介護は別契約で外部の介護サービスを利用する。

原則、要介護3以上が対象の介護保険施設。生活支援・
介護サービスが提供される。

要介護1以上が対象の介護保険施設。病院と自宅の中
間施設的位置付け。介護、看護、リハビリが受けられる。

認知症高齢者が5～9人の少人数で家庭的な共同生活を
送る住まい。

外部のサービスを利用、また
は特定施設入居者生活介護
の場合スタッフにより提供。

サービス付き
高齢者向け住宅

外部のサービスを利
用。

なし

施設スタッフによる
サービス提供。

外部のサービスによ
り提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

シルバーピア
（シルバーハウジング）

健康型
有料老人ホーム

介護付き
有料老人ホーム

住宅型
有料老人ホーム

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

認知症高齢者
グループホーム

各住宅

・区市町村　・東京都住宅供給公社（JKK 東京）
・独立行政法人都市再生機構（UR都市機構）（一部）

各施設

各施設

各施設

各施設

各施設

各施設

名　称 概　要 介護サービス 申込先

出所：「東京都高齢者保健福祉計画（令和3年度～令和5年度）」
 「あんしん なっとく 高齢者向け住宅の選び方」（東京都福祉保健局）を一部加工

出所：「介護保険制度の仕組み」（厚生労働省）より再構成
※一定以上所得者については、費用の2割負担または3割負担

住
居
系

有
料
老
人
ホ
ー
ム

介
護
保
険
施
設

そ
の
他
の
施
設

要介護1以上が対象の介護保険施設。
長期の療養が必要な場合、医学的管理、看護、生活支
援、介護が受けられる。

施設スタッフにより
サービス提供。

介護医療院 各施設

独立して生活するには不安がある低所得者が、低額で
利用できる。種類によって受けられるサービスや金額が
異なる。

都市部等において居室面積等の基準を緩和し家賃等の
利用料を低額に抑えた軽費老人ホーム。

外部のサービスを利用、また
は特定施設入居者生活介護
の場合スタッフにより提供。

外部のサービスを利
用。

軽費老人ホーム
（ケアハウス）

都市型
軽費老人ホーム

各施設

区市

35 34

37 36

き
ま
し
ょ
う
。

　　

実
際
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
ど
の

く
ら
い
お
金
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

支
給
限
度
額
の
範
囲
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
の
1
割
（
ま
た
は

　

介
護
を
家
族
だ
け
の
問
題
に
せ
ず
、
要
介

護
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
し
く
み
と
し

て
、
２
０
０
０
年
4
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
の

が
「
公
的
介
護
保
険
制
度
」
で
す
。
40
歳
以

上
の
国
民
全
員
が
被
保
険
者
と
な
り
、
納
め

た
保
険
料
に
国
庫
負
担
を
合
わ
せ
て
、
要
介

護
者
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、

①
自
宅
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、②
施
設

を
利
用
し
て
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
な
ど
介
護
す
る

環
境
を
整
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
市
区
町
村
に

申
請
し
て
介
護
の
認
定
を
受
け
ま
す
が
、
そ

の
際
、
要
介
護
者
の
状
態
に
よ
っ
て
、「
要

介
護
１
〜
５
」
と
、「
要
支
援
１
〜
２
」
の
7

段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ど
こ
ま
で
受
け
ら
れ
る

か
は
要
介
護
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
り
、
与

え
ら
れ
た
限
度
額
の
範
囲
で
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
資
格
者
が
、
要
介
護
者

の
状
態
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
て

く
れ
ま
す
。

　

介
護
給
付
は
、
介
護
状
態
に
な
っ
た
ら
誰

で
も
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
は
、
要
介
護

状
態
と
な
っ
た
原
因
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
が
、

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第
2
号
被
保
険
者

は
、
末
期
が
ん
や
初
老
期
認
知
症
な
ど
、
特

定
の
病
気
に
よ
っ
て
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
の
み
が
対
象
と
な
る
こ
と
も
知
っ
て
お

2
割
〜
３
割
）
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
要
介
護
５
の
人
が
、

仮
に
１
カ
月
の
支
給
限
度
額
い
っ
ぱ
い
の
約

36
万
円
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
う

ち
約
３
万
６
０
０
０
円
（
〜
10
万
8
０
０
０

円
）
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
の
超
過
分
や
、
そ
も
そ
も
公
的
介
護
保

険
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
食
費
、
居
住
費
、

日
常
生
活
費
に
介
護
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

在
宅
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
同
じ

で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
た
場
合

の
食
費
な
ど
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

自
宅
で
介
護
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
自

宅
の
段
差
を
解
消
し
た
り
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
を
購
入
し
た
り
す
れ
ば
、
一
時
的
に
そ

ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
期
待
し
た
り
す

る
場
合
に
利
用
で
き
る
の
が
、
民
間
の
介
護

施
設
で
す
。
月
額
の
利
用
料
と
は
別
に
、
入

居
一
時
金
が
か
か
る
の
が
通
常
で
す
。
費
用

は
地
域
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
公
的
施
設
に
比
べ
高
め
で
す
。

　　

今
、公
的
介
護
保
険
で
は「
施
設
」か
ら「
在

宅
」、「
地
域
」
へ
介
護
の
中
心
を
移
す
方
向

に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
重
度
の

要
介
護
者
で
も
、
在
宅
で
介
護
が
受
け
ら
れ

る
体
制
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

背
景
に
は
、
介
護
保
険
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
右
肩
上

が
り
で
増
え
続
け
る
介
護
保
険
の
総
費
用
を

な
ん
と
か
抑
え
た
い
と
い
う
国
の
思
い
が
あ

り
ま
す
。
2
0
2
5
年
以
降
は
人
口
の
多
い
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

り
、
日
本
の
高
齢
化
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
据
え
て
、
制

度
の
改
革
が
急
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
在
宅
で
の
介
護
は
、

施
設
介
護
と
比
較
し
て
費
用
面
で
の
負
担
が

少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
一
方
で
、

介
護
の
質
の
問
題
が
心
配
だ
っ
た
り
、
介
護

す
る
家
族
の
負
担
が
、
精
神
的
に
も
、
時
間

的
に
も
増
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
不
安
や
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
せ

る
よ
う
、
全
国
各
地
に
設
置
が
進
め
ら
れ
て

い
る
の
が
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
住
人
が
気
軽
に
家
族
や
自
分

の
介
護
に
関
し
て
相
談
で
き
る
ほ
か
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
く

れ
ま
す
。

　

医
療
、
介
護
、
住
ま
い
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
的
か
つ
包
括
的
に
提
供
し
て
も
ら

え
る
の
で
、
生
活
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

を
連
携
し
て
受
け
ら
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域

や
自
宅
で
生
活
し
続
け
や
す
く
な
る
の
で
す
。

の
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
こ
う
し
た
費
用
に

も
1
割
〜
３
割
の
自
己
負
担
で
、
介
護
保
険

が
使
え
ま
す
。

　　

現
在
、
利
用
で
き
る
主
な
高
齢
者
向
け
施

設
に
は
下
表
（
東
京
都
の
例
）
の
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
常
生
活
で
な

じ
み
が
薄
く
、
名
称
も
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
自
立
し

た
人
が
入
居
す
る
施
設
な
の
か
、
要
介
護
認

定
者
向
け
の
施
設
な
の
か
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
施
設
の
職
員
が
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
外

部
の
業
者
が
行
う
の
か
な
ど
に
注
目
す
る

と
、
整
理
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　

併
せ
て
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か

り
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
公
的
な
介
護

施
設
は
、
比
較
的
費
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
低
所
得
者
に
は
費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
し
く
み
が
あ
る
の
で
、
多
く
の
人
が
利
用

を
希
望
す
る
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
ど
こ

の
施
設
も
ほ
と
ん
ど
空
き
が
な
く
、
思
う
よ

う
に
利
用
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

公
的
介
護
施
設
の
空
き
を
待
っ
て
い
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
公
的
施
設
で
は
得

　

63
歳
の
娘
が
92
歳
の
母
親
を
介
護
し
て
い
る
。
あ
る

い
は
、
80
歳
の
妻
が
82
歳
の
夫
の
介
護
を
し
て
い
る
―

そ
ん
な
老
老
介
護
を
行
う
世
帯
の
増
加
が
、問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、
在

宅
介
護
を
行
う
世
帯
の
う
ち
、
介
護
す
る
側
と
さ
れ
る

側
、
ど
ち
ら
も
60
歳
以
上
の
世
帯
は
、
実
に
７
割
に
も

及
ぶ
の
だ
と
か
。
核
家
族
化
の
影
響
で
、
高
齢
者
だ
け

で
暮
ら
す
世
帯
が
増
え
、
若
い
世
代
に
介
護
を
手
伝
っ

て
も
ら
え
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
介
護
す
る
ほ
う
の
体
力
も

年
々
衰
え
て
く
る
た
め
、
家
族
の
介
護
が
長
引
け
ば
、

共
倒
れ
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

老
老
介
護
を
行
う
世
帯
に
こ
そ
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
活

用
し
て
ほ
し
い
の
が
、
本
文
で
も
紹
介
し
た
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。こ
こ
で
は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
常
駐
し
、
介
護
の
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
公

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
う
ま
く
活
用
し
つ
つ
在
宅
で
の
介
護

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
う
し
た
自
分
の
親
の
介
護
体
験
を
踏

ま
え
て
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
に
は
、
介
護
の
世
話
を

掛
け
た
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
選
択
肢
が

あ
る
の
か
、
施
設
の

情
報
収
集
と
併
せ

て
、お
金
の
面
か
ら

も
、元
気
な
う
ち
に

考
え
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

親
の
介
護
、
自
分
の
介
護

介
護
の
基
本

公
的
介
護
保
険
の

あ
ら
ま
し

実
際
、
介
護
に
は

い
く
ら
か
か
る
？

知っておきたい

２
０
２
２
年
3
月
末
の
公
的
介
護
保
険
の
要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
数
は
、
6
９
０
万
人
。

他
人
事
と
い
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
介
護
の
問
題
、
い
つ
そ
の
時
が
来
て
も
慌
て
な
い
よ
う
、

公
的
介
護
保
険
の
し
く
み
や
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

知っておきたい介護の基本

介
護
施
設
の

違
い
と
選
び
方

住
み
慣
れ
た
街
で

受
け
ら
れ
る
介
護

第二部 エンディン
グに向けて

第二部 エンディン
グに向けて



〈税金〉50%

65歳以上 40～64歳まで

要介護認定

〈予防給付〉・介護予防サービス
　　　　　・地域密着型介護予防サービス

■ 介護サービス利用の手続き

■ 介護保険制度のしくみ

〈介護給付〉・在宅サービス
　　　　　・施設サービス
　　　　　・地域密着型サービス

〈保険料〉50%

市区町村

保険料

１割（2割・3割）負担※

居住費・食費などは
自己負担

費用の9割
（8割・7割）
支払い※

請求

国民健康保険・健康保険組合等

サービス提供

サービス事業者

被保険者

全国プール

食事や排泄などはほとんど一人でできる。入浴や掃除な
ど、日常生活の一部に見守りや手助けが必要な場合があ
る。

食事や排泄はほとんど一人でできるが、ときどき介助が必
要な場合がある。この状態に該当する人のうち、適切な介
護予防サービスの利用により、状態の維持や改善が見込ま
れる人については要支援2と認定される。

食事や排泄に何らかの介助を必要とすることがある。衣
服の着脱はなんとかできる。忘れ物や直前の行動の理解
の一部に低下がみられることがある。

食事や排泄には一部介助が必要。入浴や衣服の着脱など
に全面的な介助が必要。いくつかの問題行動や理解の低下
がみられることがある。

食事にときどき介助が必要で、排泄、入浴、衣服の着脱に
は全面的な介助が必要。多くの問題行動や全般的な理解
の低下がみられることがある。

食事や排泄が一人でできないなど、日常生活を遂行する能
力は著しく低下している。意思の伝達がほとんどできない場
合が多い。

利用者

市区町村窓口

要介護認定

認定調査 医師の意見書

非該当

要支援１
要介護状態とは認められないが、社会的支援を必要とする状態

介護サービスが不要な状態

生活の一部について部分的に介護を必要とする状態

軽度の介護を必要とする状態

中等度の介護を必要とする状態

重度の介護を必要とする状態

最重度の介護を必要とする状態

支給限度額
105,310円

支給限度額
167,650円

支給限度額
197,050円

支給限度額
270,480円

支給限度額
309,380円

支給限度額
362,170円

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護度別介護サービスの支給限度額
（うち１割または2割～3割を自己負担）と利用の目安

支給限度額
50,320円

安否確認や生活相談など高齢者の安心を支えるサービ
スを提供するバリアフリー構造の住宅。

緊急時対応等のサービスがあり、収入に応じた家賃が
適用されるバリアフリー構造の公的賃貸住宅。

食事等の生活支援サービスが付いた有料老人ホーム。
介護が必要になると原則退去しなければならない。

介護保険法に基づき特定施設入居者生活介護の指定を
受けた有料老人ホーム。

食事等の生活支援サービスが付いた有料老人ホーム。
介護は別契約で外部の介護サービスを利用する。

原則、要介護3以上が対象の介護保険施設。生活支援・
介護サービスが提供される。

要介護1以上が対象の介護保険施設。病院と自宅の中
間施設的位置付け。介護、看護、リハビリが受けられる。

認知症高齢者が5～9人の少人数で家庭的な共同生活を
送る住まい。

外部のサービスを利用、また
は特定施設入居者生活介護
の場合スタッフにより提供。

サービス付き
高齢者向け住宅

外部のサービスを利
用。

なし

施設スタッフによる
サービス提供。

外部のサービスによ
り提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

シルバーピア
（シルバーハウジング）

健康型
有料老人ホーム

介護付き
有料老人ホーム

住宅型
有料老人ホーム

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

認知症高齢者
グループホーム

各住宅

・区市町村　・東京都住宅供給公社（JKK 東京）
・独立行政法人都市再生機構（UR都市機構）（一部）

各施設

各施設

各施設

各施設

各施設

各施設

名　称 概　要 介護サービス 申込先

出所：「東京都高齢者保健福祉計画（令和3年度～令和5年度）」
 「あんしん なっとく 高齢者向け住宅の選び方」（東京都福祉保健局）を一部加工

出所：「介護保険制度の仕組み」（厚生労働省）より再構成
※一定以上所得者については、費用の2割負担または3割負担

住
居
系

有
料
老
人
ホ
ー
ム

介
護
保
険
施
設

そ
の
他
の
施
設

要介護1以上が対象の介護保険施設。
長期の療養が必要な場合、医学的管理、看護、生活支
援、介護が受けられる。

施設スタッフにより
サービス提供。

介護医療院 各施設

独立して生活するには不安がある低所得者が、低額で
利用できる。種類によって受けられるサービスや金額が
異なる。

都市部等において居室面積等の基準を緩和し家賃等の
利用料を低額に抑えた軽費老人ホーム。

外部のサービスを利用、また
は特定施設入居者生活介護
の場合スタッフにより提供。

外部のサービスを利
用。

軽費老人ホーム
（ケアハウス）

都市型
軽費老人ホーム

各施設

区市

35 34

37 36

き
ま
し
ょ
う
。

　　

実
際
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
ど
の

く
ら
い
お
金
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

支
給
限
度
額
の
範
囲
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
の
1
割
（
ま
た
は

　

介
護
を
家
族
だ
け
の
問
題
に
せ
ず
、
要
介

護
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
し
く
み
と
し

て
、
２
０
０
０
年
4
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
の

が
「
公
的
介
護
保
険
制
度
」
で
す
。
40
歳
以

上
の
国
民
全
員
が
被
保
険
者
と
な
り
、
納
め

た
保
険
料
に
国
庫
負
担
を
合
わ
せ
て
、
要
介

護
者
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、

①
自
宅
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、②
施
設

を
利
用
し
て
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
な
ど
介
護
す
る

環
境
を
整
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
市
区
町
村
に

申
請
し
て
介
護
の
認
定
を
受
け
ま
す
が
、
そ

の
際
、
要
介
護
者
の
状
態
に
よ
っ
て
、「
要

介
護
１
〜
５
」
と
、「
要
支
援
１
〜
２
」
の
7

段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ど
こ
ま
で
受
け
ら
れ
る

か
は
要
介
護
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
り
、
与

え
ら
れ
た
限
度
額
の
範
囲
で
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
資
格
者
が
、
要
介
護
者

の
状
態
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
て

く
れ
ま
す
。

　

介
護
給
付
は
、
介
護
状
態
に
な
っ
た
ら
誰

で
も
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
は
、
要
介
護

状
態
と
な
っ
た
原
因
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
が
、

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第
2
号
被
保
険
者

は
、
末
期
が
ん
や
初
老
期
認
知
症
な
ど
、
特

定
の
病
気
に
よ
っ
て
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
の
み
が
対
象
と
な
る
こ
と
も
知
っ
て
お

2
割
〜
３
割
）
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
要
介
護
５
の
人
が
、

仮
に
１
カ
月
の
支
給
限
度
額
い
っ
ぱ
い
の
約

36
万
円
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
う

ち
約
３
万
６
０
０
０
円
（
〜
10
万
8
０
０
０

円
）
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
の
超
過
分
や
、
そ
も
そ
も
公
的
介
護
保

険
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
食
費
、
居
住
費
、

日
常
生
活
費
に
介
護
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

在
宅
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
同
じ

で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
た
場
合

の
食
費
な
ど
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

自
宅
で
介
護
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
自

宅
の
段
差
を
解
消
し
た
り
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
を
購
入
し
た
り
す
れ
ば
、
一
時
的
に
そ

ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
期
待
し
た
り
す

る
場
合
に
利
用
で
き
る
の
が
、
民
間
の
介
護

施
設
で
す
。
月
額
の
利
用
料
と
は
別
に
、
入

居
一
時
金
が
か
か
る
の
が
通
常
で
す
。
費
用

は
地
域
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
公
的
施
設
に
比
べ
高
め
で
す
。

　　

今
、公
的
介
護
保
険
で
は「
施
設
」か
ら「
在

宅
」、「
地
域
」
へ
介
護
の
中
心
を
移
す
方
向

に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
重
度
の

要
介
護
者
で
も
、
在
宅
で
介
護
が
受
け
ら
れ

る
体
制
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

背
景
に
は
、
介
護
保
険
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
右
肩
上

が
り
で
増
え
続
け
る
介
護
保
険
の
総
費
用
を

な
ん
と
か
抑
え
た
い
と
い
う
国
の
思
い
が
あ

り
ま
す
。
2
0
2
5
年
以
降
は
人
口
の
多
い
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

り
、
日
本
の
高
齢
化
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
据
え
て
、
制

度
の
改
革
が
急
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
在
宅
で
の
介
護
は
、

施
設
介
護
と
比
較
し
て
費
用
面
で
の
負
担
が

少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
一
方
で
、

介
護
の
質
の
問
題
が
心
配
だ
っ
た
り
、
介
護

す
る
家
族
の
負
担
が
、
精
神
的
に
も
、
時
間

的
に
も
増
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
不
安
や
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
せ

る
よ
う
、
全
国
各
地
に
設
置
が
進
め
ら
れ
て

い
る
の
が
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
住
人
が
気
軽
に
家
族
や
自
分

の
介
護
に
関
し
て
相
談
で
き
る
ほ
か
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
く

れ
ま
す
。

　

医
療
、
介
護
、
住
ま
い
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
的
か
つ
包
括
的
に
提
供
し
て
も
ら

え
る
の
で
、
生
活
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

を
連
携
し
て
受
け
ら
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域

や
自
宅
で
生
活
し
続
け
や
す
く
な
る
の
で
す
。

の
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
こ
う
し
た
費
用
に

も
1
割
〜
３
割
の
自
己
負
担
で
、
介
護
保
険

が
使
え
ま
す
。

　　

現
在
、
利
用
で
き
る
主
な
高
齢
者
向
け
施

設
に
は
下
表
（
東
京
都
の
例
）
の
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
常
生
活
で
な

じ
み
が
薄
く
、
名
称
も
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
自
立
し

た
人
が
入
居
す
る
施
設
な
の
か
、
要
介
護
認

定
者
向
け
の
施
設
な
の
か
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
施
設
の
職
員
が
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
外

部
の
業
者
が
行
う
の
か
な
ど
に
注
目
す
る

と
、
整
理
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　

併
せ
て
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か

り
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
公
的
な
介
護

施
設
は
、
比
較
的
費
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
低
所
得
者
に
は
費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
し
く
み
が
あ
る
の
で
、
多
く
の
人
が
利
用

を
希
望
す
る
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
ど
こ

の
施
設
も
ほ
と
ん
ど
空
き
が
な
く
、
思
う
よ

う
に
利
用
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

公
的
介
護
施
設
の
空
き
を
待
っ
て
い
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
公
的
施
設
で
は
得

　

63
歳
の
娘
が
92
歳
の
母
親
を
介
護
し
て
い
る
。
あ
る

い
は
、
80
歳
の
妻
が
82
歳
の
夫
の
介
護
を
し
て
い
る
―

そ
ん
な
老
老
介
護
を
行
う
世
帯
の
増
加
が
、問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、
在

宅
介
護
を
行
う
世
帯
の
う
ち
、
介
護
す
る
側
と
さ
れ
る

側
、
ど
ち
ら
も
60
歳
以
上
の
世
帯
は
、
実
に
７
割
に
も

及
ぶ
の
だ
と
か
。
核
家
族
化
の
影
響
で
、
高
齢
者
だ
け

で
暮
ら
す
世
帯
が
増
え
、
若
い
世
代
に
介
護
を
手
伝
っ

て
も
ら
え
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
介
護
す
る
ほ
う
の
体
力
も

年
々
衰
え
て
く
る
た
め
、
家
族
の
介
護
が
長
引
け
ば
、

共
倒
れ
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

老
老
介
護
を
行
う
世
帯
に
こ
そ
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
活

用
し
て
ほ
し
い
の
が
、
本
文
で
も
紹
介
し
た
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。こ
こ
で
は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
常
駐
し
、
介
護
の
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
公

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
う
ま
く
活
用
し
つ
つ
在
宅
で
の
介
護

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
う
し
た
自
分
の
親
の
介
護
体
験
を
踏

ま
え
て
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
に
は
、
介
護
の
世
話
を

掛
け
た
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
選
択
肢
が

あ
る
の
か
、
施
設
の

情
報
収
集
と
併
せ

て
、お
金
の
面
か
ら

も
、元
気
な
う
ち
に

考
え
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

親
の
介
護
、
自
分
の
介
護

介
護
の
基
本

公
的
介
護
保
険
の

あ
ら
ま
し

実
際
、
介
護
に
は

い
く
ら
か
か
る
？

知っておきたい

２
０
２
２
年
3
月
末
の
公
的
介
護
保
険
の
要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
数
は
、
6
９
０
万
人
。

他
人
事
と
い
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
介
護
の
問
題
、
い
つ
そ
の
時
が
来
て
も
慌
て
な
い
よ
う
、

公
的
介
護
保
険
の
し
く
み
や
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

知っておきたい介護の基本

介
護
施
設
の

違
い
と
選
び
方

住
み
慣
れ
た
街
で

受
け
ら
れ
る
介
護

第二部 エンディン
グに向けて

第二部 エンディン
グに向けて



〈税金〉50%

65歳以上 40～64歳まで

要介護認定

〈予防給付〉・介護予防サービス
　　　　　・地域密着型介護予防サービス

■ 介護サービス利用の手続き

■ 介護保険制度のしくみ

〈介護給付〉・在宅サービス
　　　　　・施設サービス
　　　　　・地域密着型サービス

〈保険料〉50%

市区町村

保険料

１割（2割・3割）負担※

居住費・食費などは
自己負担

費用の9割
（8割・7割）
支払い※

請求

国民健康保険・健康保険組合等

サービス提供

サービス事業者

被保険者

全国プール

食事や排泄などはほとんど一人でできる。入浴や掃除な
ど、日常生活の一部に見守りや手助けが必要な場合があ
る。

食事や排泄はほとんど一人でできるが、ときどき介助が必
要な場合がある。この状態に該当する人のうち、適切な介
護予防サービスの利用により、状態の維持や改善が見込ま
れる人については要支援2と認定される。

食事や排泄に何らかの介助を必要とすることがある。衣
服の着脱はなんとかできる。忘れ物や直前の行動の理解
の一部に低下がみられることがある。

食事や排泄には一部介助が必要。入浴や衣服の着脱など
に全面的な介助が必要。いくつかの問題行動や理解の低下
がみられることがある。

食事にときどき介助が必要で、排泄、入浴、衣服の着脱に
は全面的な介助が必要。多くの問題行動や全般的な理解
の低下がみられることがある。

食事や排泄が一人でできないなど、日常生活を遂行する能
力は著しく低下している。意思の伝達がほとんどできない場
合が多い。

利用者

市区町村窓口

要介護認定

認定調査 医師の意見書

非該当

要支援１
要介護状態とは認められないが、社会的支援を必要とする状態

介護サービスが不要な状態

生活の一部について部分的に介護を必要とする状態

軽度の介護を必要とする状態

中等度の介護を必要とする状態

重度の介護を必要とする状態

最重度の介護を必要とする状態

支給限度額
105,310円

支給限度額
167,650円

支給限度額
197,050円

支給限度額
270,480円

支給限度額
309,380円

支給限度額
362,170円

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

要介護度別介護サービスの支給限度額
（うち１割または2割～3割を自己負担）と利用の目安

支給限度額
50,320円

安否確認や生活相談など高齢者の安心を支えるサービ
スを提供するバリアフリー構造の住宅。

緊急時対応等のサービスがあり、収入に応じた家賃が
適用されるバリアフリー構造の公的賃貸住宅。

食事等の生活支援サービスが付いた有料老人ホーム。
介護が必要になると原則退去しなければならない。

介護保険法に基づき特定施設入居者生活介護の指定を
受けた有料老人ホーム。

食事等の生活支援サービスが付いた有料老人ホーム。
介護は別契約で外部の介護サービスを利用する。

原則、要介護3以上が対象の介護保険施設。生活支援・
介護サービスが提供される。

要介護1以上が対象の介護保険施設。病院と自宅の中
間施設的位置付け。介護、看護、リハビリが受けられる。

認知症高齢者が5～9人の少人数で家庭的な共同生活を
送る住まい。

外部のサービスを利用、また
は特定施設入居者生活介護
の場合スタッフにより提供。

サービス付き
高齢者向け住宅

外部のサービスを利
用。

なし

施設スタッフによる
サービス提供。

外部のサービスによ
り提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

施設スタッフにより
サービス提供。

シルバーピア
（シルバーハウジング）

健康型
有料老人ホーム

介護付き
有料老人ホーム

住宅型
有料老人ホーム

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

認知症高齢者
グループホーム

各住宅

・区市町村　・東京都住宅供給公社（JKK 東京）
・独立行政法人都市再生機構（UR都市機構）（一部）

各施設

各施設

各施設

各施設

各施設

各施設

名　称 概　要 介護サービス 申込先

出所：「東京都高齢者保健福祉計画（令和3年度～令和5年度）」
 「あんしん なっとく 高齢者向け住宅の選び方」（東京都福祉保健局）を一部加工

出所：「介護保険制度の仕組み」（厚生労働省）より再構成
※一定以上所得者については、費用の2割負担または3割負担

住
居
系

有
料
老
人
ホ
ー
ム

介
護
保
険
施
設

そ
の
他
の
施
設

要介護1以上が対象の介護保険施設。
長期の療養が必要な場合、医学的管理、看護、生活支
援、介護が受けられる。

施設スタッフにより
サービス提供。

介護医療院 各施設

独立して生活するには不安がある低所得者が、低額で
利用できる。種類によって受けられるサービスや金額が
異なる。

都市部等において居室面積等の基準を緩和し家賃等の
利用料を低額に抑えた軽費老人ホーム。

外部のサービスを利用、また
は特定施設入居者生活介護
の場合スタッフにより提供。

外部のサービスを利
用。

軽費老人ホーム
（ケアハウス）

都市型
軽費老人ホーム

各施設

区市

35 34

37 36

き
ま
し
ょ
う
。

　　

実
際
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
ど
の

く
ら
い
お
金
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

支
給
限
度
額
の
範
囲
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
の
1
割
（
ま
た
は

　

介
護
を
家
族
だ
け
の
問
題
に
せ
ず
、
要
介

護
者
を
社
会
全
体
で
支
え
る
し
く
み
と
し

て
、
２
０
０
０
年
4
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
の

が
「
公
的
介
護
保
険
制
度
」
で
す
。
40
歳
以

上
の
国
民
全
員
が
被
保
険
者
と
な
り
、
納
め

た
保
険
料
に
国
庫
負
担
を
合
わ
せ
て
、
要
介

護
者
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、

①
自
宅
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、②
施
設

を
利
用
し
て
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
な
ど
介
護
す
る

環
境
を
整
え
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
市
区
町
村
に

申
請
し
て
介
護
の
認
定
を
受
け
ま
す
が
、
そ

の
際
、
要
介
護
者
の
状
態
に
よ
っ
て
、「
要

介
護
１
〜
５
」
と
、「
要
支
援
１
〜
２
」
の
7

段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
ど
こ
ま
で
受
け
ら
れ
る

か
は
要
介
護
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
り
、
与

え
ら
れ
た
限
度
額
の
範
囲
で
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
資
格
者
が
、
要
介
護
者

の
状
態
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
て

く
れ
ま
す
。

　

介
護
給
付
は
、
介
護
状
態
に
な
っ
た
ら
誰

で
も
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
は
、
要
介
護

状
態
と
な
っ
た
原
因
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
が
、

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第
2
号
被
保
険
者

は
、
末
期
が
ん
や
初
老
期
認
知
症
な
ど
、
特

定
の
病
気
に
よ
っ
て
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
の
み
が
対
象
と
な
る
こ
と
も
知
っ
て
お

2
割
〜
３
割
）
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
要
介
護
５
の
人
が
、

仮
に
１
カ
月
の
支
給
限
度
額
い
っ
ぱ
い
の
約

36
万
円
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
う

ち
約
３
万
６
０
０
０
円
（
〜
10
万
8
０
０
０

円
）
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
の
超
過
分
や
、
そ
も
そ
も
公
的
介
護
保

険
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
食
費
、
居
住
費
、

日
常
生
活
費
に
介
護
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

在
宅
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
場
合
も
同
じ

で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
た
場
合

の
食
費
な
ど
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

自
宅
で
介
護
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
自

宅
の
段
差
を
解
消
し
た
り
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
を
購
入
し
た
り
す
れ
ば
、
一
時
的
に
そ

ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
期
待
し
た
り
す

る
場
合
に
利
用
で
き
る
の
が
、
民
間
の
介
護

施
設
で
す
。
月
額
の
利
用
料
と
は
別
に
、
入

居
一
時
金
が
か
か
る
の
が
通
常
で
す
。
費
用

は
地
域
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
公
的
施
設
に
比
べ
高
め
で
す
。

　　

今
、公
的
介
護
保
険
で
は「
施
設
」か
ら「
在

宅
」、「
地
域
」
へ
介
護
の
中
心
を
移
す
方
向

に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
重
度
の

要
介
護
者
で
も
、
在
宅
で
介
護
が
受
け
ら
れ

る
体
制
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

背
景
に
は
、
介
護
保
険
制
度
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
右
肩
上

が
り
で
増
え
続
け
る
介
護
保
険
の
総
費
用
を

な
ん
と
か
抑
え
た
い
と
い
う
国
の
思
い
が
あ

り
ま
す
。
2
0
2
5
年
以
降
は
人
口
の
多
い
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

り
、
日
本
の
高
齢
化
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
据
え
て
、
制

度
の
改
革
が
急
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
在
宅
で
の
介
護
は
、

施
設
介
護
と
比
較
し
て
費
用
面
で
の
負
担
が

少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
一
方
で
、

介
護
の
質
の
問
題
が
心
配
だ
っ
た
り
、
介
護

す
る
家
族
の
負
担
が
、
精
神
的
に
も
、
時
間

的
に
も
増
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
不
安
や
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
せ

る
よ
う
、
全
国
各
地
に
設
置
が
進
め
ら
れ
て

い
る
の
が
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
住
人
が
気
軽
に
家
族
や
自
分

の
介
護
に
関
し
て
相
談
で
き
る
ほ
か
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
く

れ
ま
す
。

　

医
療
、
介
護
、
住
ま
い
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
的
か
つ
包
括
的
に
提
供
し
て
も
ら

え
る
の
で
、
生
活
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

を
連
携
し
て
受
け
ら
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域

や
自
宅
で
生
活
し
続
け
や
す
く
な
る
の
で
す
。

の
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
こ
う
し
た
費
用
に

も
1
割
〜
３
割
の
自
己
負
担
で
、
介
護
保
険

が
使
え
ま
す
。

　　

現
在
、
利
用
で
き
る
主
な
高
齢
者
向
け
施

設
に
は
下
表
（
東
京
都
の
例
）
の
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
常
生
活
で
な

じ
み
が
薄
く
、
名
称
も
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
自
立
し

た
人
が
入
居
す
る
施
設
な
の
か
、
要
介
護
認

定
者
向
け
の
施
設
な
の
か
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
施
設
の
職
員
が
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
外

部
の
業
者
が
行
う
の
か
な
ど
に
注
目
す
る

と
、
整
理
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　

併
せ
て
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か

り
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
公
的
な
介
護

施
設
は
、
比
較
的
費
用
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
低
所
得
者
に
は
費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
し
く
み
が
あ
る
の
で
、
多
く
の
人
が
利
用

を
希
望
す
る
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
ど
こ

の
施
設
も
ほ
と
ん
ど
空
き
が
な
く
、
思
う
よ

う
に
利
用
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

公
的
介
護
施
設
の
空
き
を
待
っ
て
い
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
公
的
施
設
で
は
得

　

63
歳
の
娘
が
92
歳
の
母
親
を
介
護
し
て
い
る
。
あ
る

い
は
、
80
歳
の
妻
が
82
歳
の
夫
の
介
護
を
し
て
い
る
―

そ
ん
な
老
老
介
護
を
行
う
世
帯
の
増
加
が
、問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、
在

宅
介
護
を
行
う
世
帯
の
う
ち
、
介
護
す
る
側
と
さ
れ
る

側
、
ど
ち
ら
も
60
歳
以
上
の
世
帯
は
、
実
に
７
割
に
も

及
ぶ
の
だ
と
か
。
核
家
族
化
の
影
響
で
、
高
齢
者
だ
け

で
暮
ら
す
世
帯
が
増
え
、
若
い
世
代
に
介
護
を
手
伝
っ

て
も
ら
え
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
介
護
す
る
ほ
う
の
体
力
も

年
々
衰
え
て
く
る
た
め
、
家
族
の
介
護
が
長
引
け
ば
、

共
倒
れ
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

老
老
介
護
を
行
う
世
帯
に
こ
そ
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
活

用
し
て
ほ
し
い
の
が
、
本
文
で
も
紹
介
し
た
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。こ
こ
で
は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
常
駐
し
、
介
護
の
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
公

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
う
ま
く
活
用
し
つ
つ
在
宅
で
の
介
護

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
う
し
た
自
分
の
親
の
介
護
体
験
を
踏

ま
え
て
、
自
分
た
ち
の
子
ど
も
に
は
、
介
護
の
世
話
を

掛
け
た
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
選
択
肢
が

あ
る
の
か
、
施
設
の

情
報
収
集
と
併
せ

て
、お
金
の
面
か
ら

も
、元
気
な
う
ち
に

考
え
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

親
の
介
護
、
自
分
の
介
護

介
護
の
基
本

公
的
介
護
保
険
の

あ
ら
ま
し

実
際
、
介
護
に
は

い
く
ら
か
か
る
？

知っておきたい

２
０
２
２
年
3
月
末
の
公
的
介
護
保
険
の
要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
数
は
、
6
９
０
万
人
。

他
人
事
と
い
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
介
護
の
問
題
、
い
つ
そ
の
時
が
来
て
も
慌
て
な
い
よ
う
、

公
的
介
護
保
険
の
し
く
み
や
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

知っておきたい介護の基本

介
護
施
設
の

違
い
と
選
び
方

住
み
慣
れ
た
街
で

受
け
ら
れ
る
介
護

第二部 エンディン
グに向けて

第二部 エンディン
グに向けて


